
擁

壁

河
川
・
環
境

道

路

水

路

防
火
水
槽

上
下
水
道

張

出

地
中
線

太
陽
光
関
連

防
災
・
減
災
・
復
旧

工
法
・
そ
の
他

耐塩害・高耐久性コンクリート用混和材

スーパーハイブリッド NETIS
NETIS登録番号：QS-160030-VE

■
■ 優れた耐塩害特性

■
■ コンクリートの耐久性を向上

■
■ コンクリート構造物の長寿命化

■
■ ライフサイクルコストの低減

特長・ポイント

コンクリート構造物全般に使用す
ることによって、耐用期間を長期
にわたり維持することが可能とな
ります。おもに右記のような構造
物の耐久性の向上に大きな効果
が期待されます。

開発者：㈱柏木興産・九州電力㈱・前田建設工業㈱・㈱麻生・鹿児島大学学術研究院・九州大学大学院工学研究院

　用 途

●桟橋・護岸等の海洋構造物や
　海岸近傍の橋梁・建築物
●ボックスカルバートや水路等の節水構造物
●橋梁等の凍結防止剤の影響を受ける
　コンクリート構造物など

■スーパーハイブリッドをセメントの一部と置換する
ことで、塩害対策をはじめとした乾燥収縮・アルカ
リ骨材反応などに対するコンクリート耐久性を向上
することができます。

■ボゾラン反応の促進により、コンクリートの緻密化
が促進されるため、塩化物や水のような劣化因子
の浸透抵抗性が向上し、耐塩害性の向上、アルカ
リ骨材反応の抑制、収縮ひび割れの抑制が図れます。

これにより、コンクリート構造物の長寿命化が図れ、
ライフサイクルコストの低減が期待できます。

■セメントの一部と置換して使用することで、CO2排
出量の低減が期待されます。

■石炭脈石（ズリ）、フライアッシュ、高炉スラグ微
粉末等を主要材料とし、産業副産物の有効活用を
行っています。

■スーパーハイブリッドとは

■スーパーハイブリッドの特徴

■スーパーハイブリッドの使用配合例（W/B=50%）

■スーパーハイブリッドを置換することで耐塩害
性が向上し、混和することにより2～13倍（参考
値）の耐塩効果が期待できます。

記　号 配　合 W/B

単位量（kg/m）

W
結合材（B）

細骨材 粗骨材
N BB スーパーハイブリッド

N 普通セメント

50％ 160

320 0
0

808 1,024

BB 高炉B種 0 320 804 1,016

N① 普通セメント80％
スーパーハイブリッド20％ 256

0
64 808 1,019

N② 普通セメント70％
スーパーハイブリッド30％ 224 96

804
1,016

BB① 高炉B種 80％
スーパーハイブリッド20％

0
256 64 1,014

BB② 高炉B種 70％
スーパーハイブリッド30％ 224 96 798 1,011

塩害
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